
[補足説明資料] 2018年5月9日
兼 松 株 式 会 社

２０１８年３月期　連結決算ハイライト (IFRS) 

8.4%

2.6%

6.5%

15.6%

　
内、利益剰余金 40.3%

　
内、その他の資本の
      構成要素合計 14.4%

増減額 増減率
前期比
増減率 -

収益 392 5.8% 6.3% -

売上総利益 62 6.2% -

（注1）自己資本は、資本の「親会社の所有者に帰属する持分」　　（注2）自己資本比率＝自己資本／総資産　　（注3）ネットDER＝ネット有利子負債／自己資本

販売費・一般管理費 △ 23 - -

その他の収益・費用 △ 4 - -

35 15.6% 14.7%

　利息収支 △ 2 - -

　受取配当金 △ 0 - - 営業活動によるCF

　その他の金融収益・費用 13 - - 投資活動によるCF

金融収益・費用 11 - - フリーキャッシュフロー

持分法による投資損益 36 - - 財務活動によるCF

82 45.7% 11.4%
2016/3期 2017/3期

2018/3期
（予想）

12 - -
 連結配当性向 23.5% 31.4% 24.8%

94 91.1% -

83 102.7% 1.1%

98.15 102.6% 1.1%

2017/3期 2018/3期 前期比 2017/3期 2018/3期 前期比

通期 通期 増減 通期 通期 増減

電子・デバイス 2,543 2,633 90 143 176 32

食料 2,278 2,313 35 25 21 △ 3

鉄鋼・素材・プラント 1,312 1,531 219 28 39 11

車両・航空 504 545 40 22 25 3

報告セグメント合計 6,637 7,021 384 219 262 43

　その他（含む調整額） 119 127 8 8 △ 0 △ 8

総　　合　　計 6,756 7,148 392 226 262 35

486

キャッシュ・フローの状況

7現金・現金同等物の増減

-

見通し
　自己資本比率　（注2） 20.9% 22.3%

【収益】
鉄鋼・素材・プラントセグメントを中心に、
全セグメントで392億円の増収。

【営業活動に係る利益】
電子・デバイスセグメント、鉄鋼・素材・
プラントセグメントを中心に、35億円の増益。

【親会社の所有者に帰属する当期純利益】
営業活動に係る利益の増加に加え、持分法
による投資損益の良化や固定資産の譲渡に
伴う法人所得税費用の良化等により、
83億円の増益。

(注)１株当たり利益：
10月1日付で株式併合（5株につき1株）しており、前期
首に当該株式併合が行われたと仮定して算定。

2019/3期　見通し

-

0.55倍 0.51倍

4

△ 147 11

当期純利益 103 197

4,797

　ネット有利子負債 554

157

5,199 402

　グロス有利子負債 1,338 1,373 35

1,160

1株当たり 15.0 円
1株当たり 15.0 円
1株当たり 30.0 円

△ 28 15

５．８％
１５．６％

１０２．７％

増収
増益
増益

590 36

　自己資本　（注1）

-

16

1.4pt上昇

損益の状況 140

0.04pt減少

-

△ 762

7,148 7,600 　ネットDER　　（注3）

△ 13

114 131

増減率

　総資産

■増収増益。中期ビジョン「VISION-１３０」は１年前倒しで達成。

◇収益
◇営業活動に係る利益
◇親会社の所有者に帰属する当期純利益

７，１４８
２６２
１６３

億円
億円
億円

1,004

2018/3期
通期

226 262 【2017/3期】
　中間配当 
　期末配当
　年間配当

(単位：億円)

2017/3期
通期

11

(単位：億円)

2017/3期
通期

2018/3期
通期

前期比

【総資産】
営業債権や棚卸資産の増加等により、
402億円増加。

【有利子負債】
ネット有利子負債は36億円増加。

【自己資本】
自己資本は、利益剰余金の積上げ等により、
157億円増加。

上記の結果、自己資本比率は22.3％、
ネットDERは0.51倍に。

（単位:億円）

2017/3末 2018/3末

前期末比

増減

資産･負債及び純資産の状況

346

親会社の所有者に帰属する
当期純利益 80 163 165

1株当たり利益　（円） 95.64 193.79 195.96

セグメント情報

【電子・デバイス】　増収増益
ICTソリューション事業は、製造業、サービス業向けを中心に順調。
モバイル事業は、携帯電話販売代理店子会社の統合効果もあり順調。
半導体製造装置事業は、中国向け販売が拡大し前期比改善。

【食料】　増収減益
食品事業は堅調に推移。畜産事業は年度後半減速。食糧事業はほぼ
横這い。

【鉄鋼・素材・プラント】　増収増益
北米における油井管事業は、原油価格の上昇を背景に大きく改善。機能
性化学品事業やプラント事業も堅調に推移。

【車両・航空】　増収増益
車両・車載部品事業は、中近東向け輸出が順調に推移。航空・宇宙事業
も、宇宙関連や航空機部品取引を中心に堅調に推移。

(単位:億円)

収益 営業活動に係る利益

△ 19 △ 21 -

260 290

△ 7 -△ 20

△ 69 △ 8

【営業活動によるCF】
営業債権や棚卸資産の増加等
による支出の一方、営業収入
の積上げ等により、4億円の
キャッシュ・イン。

【投資活動によるCF】
ゴルフ事業譲渡による
収入等により、11億円の
キャッシュ・イン。

【財務活動によるCF】
社債の発行による収入があっ
た一方、配当金の支払や借入
金の返済等により、8億円の
キャッシュ・アウト。

11 - 119

配当の状況

【2018/3期】
  中間配当
　期末配当（予定）
　年間配当（予定）

1株当たり 17.5 円
1株当たり  30.5 円
1株当たり  48.0 円

　(注)前期および当中間期の配当額は、前期首に
       おいて株式併合が行われたと仮定して算定。

△ 97

法人所得税費用 -

-

△ 18 -

6,756

300

1,001 1,064

営業活動に係る利益

△ 784

△ 20 16

税引前利益

△ 28 △ 17

179

△ 76 △ 64

＊本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
＊記載の数値は億円未満を四捨五入しておりますので、個別数値と合計数値が異なる場合があります。
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*2015/3期までは日本基準、2016/3期からIFRSベースの数値を示しています。

％

　■中期ビジョン「VISION-１３０」目標当期純利益１５０億円は１年前倒しで達成。
　■期末配当予想は３０．５円に増配。（年間配当予想は４８円）

　■増収増益。当期純利益（親会社の所有者に帰属）は８３億円増と、前期比倍増。

◇収益
◇営業活動に係る利益
◇親会社の所有者に帰属する当期純利益

７，１４８
２６２
１６３

億円
億円
億円

５．８％
１５．６％

１０２．７％

増収
増益
増益


